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　身丈は，前身・後身ともに，88.4 センチ。袖丈は，（右）47.1 センチ，（左）46.9 センチ。後身幅
は，（右肩）34.5 センチ，（右裾）34.1 センチ，（左肩）34.0 センチ，（左裾）34.5 センチ，前身幅は，
（右肩）27.5 センチ，（右裾）34.4 センチ，（左肩）27.6 センチ，（左裾）33.6 センチ，右袖幅（上部）
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　襟幅は，（肩部）12.0 センチ，（右裾部）11.8 センチ，（左裾部）11.2 センチ。襟の折り目は，外
側から，（肩部）4.5 センチ，（右裾部）8.8 センチ，（左裾部）5.5 センチ。
　肩山から（右）32.0 センチ，（左）31.0 センチの位置に胸紐を縫い付ける。胸紐は，右が（長さ）






































　縫い代を含まない袖幅（最大 20.7 センチ）と襟幅（最大 12.0 センチ）の法量を合わせると，縫
い代を含まない後身幅（最大 34.5 センチ）に比較的近い値となる。脇の縫い代が 0.2 センチである
ことから，他の部分でもほぼ同寸の縫い代をとったとすれば，袖の縫い代と襟の縫い代を合わせれ














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 対 1.67 であることである。
　表 1 から，本作と共通あるいは類似する形態的特徴を持ついくつかの作品と比較してみると，胴
服成立初期の様相を示していると考えられる上杉謙信所用とされる作品では，袖幅と身幅（後身




　これに続く豊臣秀吉所用の作品では，1 対 1.02 のものも 1 点あるが，他の 4 点は 1 対 1.57，1.60，
1.66，1.67 と近い値を示す。また徳川家康所用の作品においては，例外的にその比率が 1 対 1.17 の
ものが 1 点あるほかは，1 対 1.85 のものから，1.7 のもの，1.64 のもの，1.51 のものと，袖幅と身
幅の比率が比較的限られた範囲に収まっている。これ等のうち，比率が 1 対 1.85 を示す 2 点がと
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もに，家康が高齢な時期である慶長後半期の作と考えられる（注 4）ことから，長かった家康の活躍期
の中でも，秀吉の生存期と重なる時期には，胴服の袖幅と身幅は 1 対 1.6 前後の比率を示していた
と類推される。
























































































































































































































































注 3　山辺知行・神谷栄子『日本伝統衣裳第 1 巻　上杉家伝来衣裳』講談社，1969 年，神谷栄子「片倉家並
びに日光・東照宮伝来の小紋胴服二領について」『美術研究』第 303 号，東京国立文化財研究所，1976 年，











































察」『共立女子大学家政学部紀要』第 62 号（平成 28 年 1 月）において紹介している。
